














             Man has perfected a means of artistic expression.  
(“The Cinema and the Classics II,”  

















With the encroachment of the cheap and rapid-breeding cinema, the 
lower classes will tend to drop into the same state of protoplasm as the 
bourgeoisie. . . . [man] was engaged in that collaboration of the audience 
with the artist which is necessary in all art and most obviously in 
dramatic art. He will now go to the cinema, where his mind is lulled by 
continuous senseless music and continuous action too rapid for the brain 
to act upon, and will receive, without giving, in that same listless apathy 
with which the middle and upper classes regard any entertainment for 
the nature of art. He will also have lost some of his interest in life. 
(“Marie Lloyd” 371) 
                                                  
1 Close Up (1: 2)(August, 1927), 35. 以後この雑誌からの引用は、出版年月と頁数のみを記す。 












Eye and brain are torn asunder ruthlessly as they try vainly to work in 
couples. . . . The brain knows Anna almost entirely by the inside of her 
mind—her charm, her passion, her despair.  All the emphasis is laid by 
the cinema upon her teeth, her pearls, and her velvet. . . . So we lurch 






観的に書いている。 “While all the other arts were born naked, this, the youngest, 










った Bryher (Annie Winnifred Ellerman) と女性しか愛せない Bryher がその頃
両親の体面を保つため結婚していたKenneth Macpherson の3人で前衛映画の
製作会社、POOL を立ち上げた。ほとんどの映画製作費用は Bryher の富豪
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の父からの生前贈与から充てられた。そして、1927 年、Macpherson を中心
に世界最初と言われる映画専門の雑誌、Close Up も発刊した。Gertrude Stein, 
Dorothy Richardson, Marian Moore も投稿したこの雑誌において、H.D.は、1933
年の廃刊まで編集に参加した他、２編の詩と「モダニズムと映画を関連付け
る重要な思想を含む」(Pondrom 47)11 本の映画に関する評論を書いた。 
雑誌に関しては、詩の方では、H.D.はすでにかなり多くの仕事に関わって
いた。モダニズムの時代、編集は女性が活躍した世界の一つであったが、H.D.
は、Cyrena N. Pondrom による “H.D. and the ‘little magazines’”(Christodoulides) 
によると、18 もの前衛的な雑誌の編集、投稿に関わったという事である。 
そして H.D.は、映画の編集にも手を染めた。POOL の製作した映画は、現
在 4 編が残っており、断片のみの 2 編 Wingbeat(ダンスの映像)と Foothills    
(伝記作家、Barbara Guest によると、H.D.主演のテレパシーをテーマにした映
像(189))は、ニューヨーク・メトロポリタン美術館に収められている。6 分
という短い Monkey’s Moon は、イエール大学 Beinecke Rare Book & Manuscript 
Library に 2008 年に寄贈され、デジタル化された。Monkey’s Moon は You Tube 
で見られる。(Macpherson 夫妻のペットのさるを庭や森に放して撮ったもの)

















る、Close Up の常連寄稿者であった映画評論家で Macpherson の友人であっ











と実際に交流をして影響を受けていった。Bryher は、1929 年に Film Problems of 
















   Whirl up, sea— 
   whirl your pointed pines, 
   splash your great pines 
   on our rocks, 
   hurl your green over us, 
   cover us with your pools of fir.2 
 
                                                  















 映画 Borderline の中では、素早いカットのモンタージュ(これを H.D.は、
パンフレットの中で、 “Clatter montage”(パタパタと速いモンタージュ)と呼
んでいた)が３回使われているが、そのうちの２つは、意味作用が強い。1 つ










 二番目の Borderline の前衛性は、人種問題の提示のし方である。最初のク
レジットは、次のようにキャストを並べている。 
 
   IN THE CAST: 
   Pete, a negro . . . . . . . . . . . Paul Robeson 
   Adah, a negro woman . . . . Eslanda Robeson 
   Astrid . . . . . . . . . . . . . . . . . Helga Doorn 
   Thorne, her husband. . . . . . Gavin Arthur 
   The barmaid . . . . . . . . . . . .Charlotte Arthur 
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   The old lady . . . . . . . . . . . . Blanche Lewin  
 
役名の後に、はっきりと negro と書かれているのは 21 世紀の現在では違和
感を感じるが、製作者たちは、ポジティブに強調しようとしたようである。 
人種差別の激しかった時代に人種の違う者同士の恋愛問題を描き、しかも白
人の登場人物はどこか皆美しくなく、観客が Robeson 夫妻演じる、Pete と 
Adah に感情移入できるように作られているのは斬新であったと言える。








話の結末は、Thorne が正当防衛で罪を免れ、逆に Pete 達に町の人たちの非
難が集まっていき、市長から Pete の退去勧告の依頼の手紙がホテルに来る。
そこで、Pete が Bryher 演じるホテルのオーナーに “What do you think?”と聞
くと、彼女の台詞が字幕で出る。 “Sorry, Pete! What makes it worse is they think 
they’re doing the right thing. We’re like that.” 彼女は町の人を they と言ってい
るが、最後に「私たちはそうなんだよね(正しいことをしていると思ってい
る)。」と製作者たちも含め白人はみなそうであると謝罪の気持ちで断定して












るシーンや、Robert Herring のピアニストが Pete に熱い視線を送っていたり、
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Pete が去った後にピアノの上に置いていた彼の写真を胸ポケットにそっとし












1929 年に発表した“Red Roses for Bronze” は、Borderline のアフリカ系俳優、





  if I might take dark bronze 
   and hammer in 
   the line beneath your underlip 
    . . . 
   stroke, 
   stroke, 
   stroke, 
   stroke at—something (stone, marble, intent, 
      stable, materialized) 
   peace, 
   even magic sleep 




を完成すれば“magic sleep”ができあがる、と言っているが、 “magic sleep”が
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夢の世界を表しているのだとしたら、Borderline Pamphlet で、 “The film is the 
art of dream portrayal” と言っている通り、H.D.にとってここでの夢とは映画
のことであり、映画の完成を意味していると思われる。 
 III 節ではさらに、「あなた」の肉体の官能的美しさを強調している。 
 
  but sensing underneath the garment seam 
   ripple and flash and gleam 
   of indrawn muscle 
   and of those more taut, 
   I feel that I must turn and tear and rip 
   the fine cloth 






 H.D.は、パンフレットには、彫刻家は Macpherson であるとして、次のよう
に書いている。 
 
Light flows over a face. That means nothing or little to you. There is a 
bronze forehead and the eye sockets are gouged out just this way; there  
is a concentration of shadow here, a plane of light there. You see a 
face, perhaps at most you see a pleasing portrait. You may even  
murmur “Gauguin.” You think, no doubt, that this is clever posing or  
perhaps delightful portraiture. You do not realize that that face has  
been moulded, modelled by an artist, that those lights have been  
arranged, re-arranged deliberately focused. … Macpherson sculpts  














妬を感じているペルソナが、最終節、V 節で、 “I would set your bronze head in 




あるということを示したのが、Close Up に掲載された２編の詩、“Projector” 
と“Projector II” である。この二つは時を置いて発表されたが、両編とも擬人
化された Light に呼びかけているため、続きの二部作と考えて良いようであ
る。“Projector II” は、タイトルのすぐ下に(CHANG) と献辞があり、生涯の










る新たな attribute(属性)を身に着けた Light が登場する。 
  
Light takes new attribute 
   and yet his old 
   glory 
   enchants; 
   not this, 
   not this, they say, 
   lord as he was of the hieratic dance, 
   of poetry 
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   and majesty 
   and pomp, 
      . . .  
   not this, 
   they say; 
   but we say otherwise 
   and greet 
   light 







 Diana Collecott は、この詩を “a paean of praise to the divine magician of 
cinematography and gives him the attribute of Hermes (Friedman, 160)” と解釈し、
Light をヘルメス神と特定している。上記の詩の冒頭の続きに “master of 
shrines and gateways/ and of doors,/ of markets/ and the cross-road/ and the street 




と “I am the god who trod/ Parnassus; (42)” という一節があり、パルナッソス
つまりデルフォイのアポロンを祀っている山が登場するので、やはり、この
Light は、アポロンであると思われる。 
 light という言葉に関しては、実は H.D.は、かなり頻繁に詩に使っている。ご
く普通のメタファーとして闇と対比させた希望をイメージさせる light もある。
オルフェウスの妻の苦しみと希望をつづった  “Eurydice” の  “against the 
blackness/ and the stark grey/ I have more light;(54)” という 1 節の light や “Orion 
Dead” のアルテミスが希望を無くして語っているところ、 “I know no light in the 





“I Evadne/ was mate of the god of light.” (132) と光の神と呼んでいる。Hymen 
(1924)という詩集に収められた “Evadne” のすぐ次の光る髪の美しい神を描い
た “Song” では、 “so your hair on your brow/ casts light for a shadow. (133)” と詩
を締めくくっており、アポロンの髪の美しさと神々しさを light で表現している。 
 つまり、アポロン神としての light というモチーフは、H.D.は以前から登場
させてはいたが、この詩のようにそれが、またもう一度メタモルフォーゼし
て、映画を表しているという試みは初めてだったと思われる。 
 “Projector”において、この Light は理想世界を拓くと詩人のペルソナ「私」
は信じている。 
 
in a new blaze of splendor 
calls the host 
to reassemble 
and to readjust 
all severings 
and differings of thought, 
all strife and strident bickering 






   he says to us, 
   be glad 
   and laugh, 
   be gay; 
   I have returned  
   though in an evil day 
   you crouched despairingly 
   who had no shrine; (49) 
 
笑い楽しめというまさにエンターテインメントの力である。そしてその力と
は美であり、美こそ軍や権力に替わる人々の拠り所であると続く。 “beauty is 
an endighter/ and is power/ of city/ and of soldiery/ and might (49).”  この古き神
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殿から出て現代に現れる神はすべての人間の心やイマジネーションを把握し
ている。 “he knows all hearts/ and all imagining/ of plot/ and counterplot/ and 
mimicry, (48 )” ここで、彼が筋書、策略、ミメシスに通じているというとこ
ろで、すべての演劇から映画脚本に至るまで基本はミメシスなのだという原
則を思い出させる。 
 しかしこの Light は、原始のエネルギーも持ち合わせている。彼を蛇のイ
メージでとらえているところが 2か所ある。 
 
   Yet still he moves 
   alert, 
   invidious, 
   this serpent creeping 




多い。1920 年頃住んでいる家が近かった事もあり H.D.と親交を深めた D.H.
ロレンスの「蛇」の詩ともつながっている。蛇は、男性性、叡智、原始のエ
ネルギーの象徴なのである。また、暗闇から出現する光を “the Pythian/ lifts up 
a fair head (49)” と表現している所があるが、この “the Pythian” は、ピュテ
ィアつまりデルフォイの宣託の意味、アポロンを表すと思って読み進むと、 
“Projector II” ではっきりと “Pythian snake” と蛇の意味として書かれている
のだとわかる。 
 
   light, 
   light 
   that fascinates; 
no bird 
   gazes more avidly 
   at Pythian snake 








 第二の融合は、はっきりと “our souls are merged with quietness (36)” とある
通り、Light とペルソナの融合である。 “Projector II” では、Light の魔法の
ような能力が強調され、人々はファンタジーの中、夢遊病のようになる。畏
怖の象徴でもある Light は、我々を魔力でとらえていく。 
 
   this is his gift, 
   light 
   bearing us aloft, 
   enthusiastic,  
   into realms of magic; 
   old forms dispersed 
   take fresh 
   shapes 
   out of nothingness; 
   light 
   renders us spell-bound, 
   enchants us 
   and astounds; (38) 
    
Light は、「無から斬新な形を作りわれらを魅了し仰天させる」力を持ってい
る。この不思議な体験ができる場所が映画館であるとして、Close Up に掲載
したエッセイで H.D.は次のように言っている。 “We sank into light, into 
darkness, the cinema palace (we each have our favourite) became a sort of 
temple. . . . We moved like moths in darkness, we were hypnotised by cross currents 
and interacting shades of light and darkness and maybe cigarette smoke (Nov. 1927, 
23).” 光と影の相互作用の映画館の寺院の中で私たちは暗闇を飛ぶ蛾に喩え
られ催眠術に陥ると言っている。 
 そして詩の中で我々は Light のために次のように祈りを捧げる。 
 
   we worship 
   who may want 
   to sip Castalia’s fount 
   in vain 
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   and without hope; 
   he turns our pain to bliss; 
   we pass into a space 











 そして、とうとう第４節で “you shall be/ myself/ being one with me (42)”と
神とペルソナが一体化してしまう。この主体と客体が越境して一体化すると
いう表現に関して、 “Projection”「投影」というタイトルが表す概念が H.D.











you to my breast 
I call your spirit here, 
I light you like a star, 
I hail you as a child, 























































 Rachel Connor も H.D.が幻想、霊的に見るという行為を映画の光に繋げて
いるとして、Close Up に載せた “Cinema and Classics III” (1927)を引用してい
るが、光の存在が旧約聖書以来のキリスト教的啓示のイメージであると言っ
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